
 

２６ 

４ 具体的施策の展開 
 

 基本方針１ 生涯スポーツの推進 

適度なスポーツ活動は、私達が健康を維持するために欠かせないものであり

ます。身体的な健康はもちろん、スポーツ活動は、気分転換やリフレッシュの

役割も果たすことから、こころの健康の維持にも有効に作用します。スポーツ

活動が不足すると、肥満や骨粗鬆症、寝たきりになりやすくなったり、外出せ

ず引きこもりがちになったりしてしまうため、これらを事前に予防するために

も市民にスポーツ活動の有効性を啓発し、実際の行動にうつしていただく必要

があります。 

スポーツ活動といっても、全ての人がプロ選手のようにハードなスポーツを

行う必要はなく、生涯スポーツとしての散歩やウォーキング、体操などを継続

して行うことが健康の維持につながります。子ども、働き盛り、高齢者、障が

いのある人など、ライフステージや身体の状況にあったスポーツ活動の機会を

提供することで、体力に自信のない高齢者や障がいのある人など、各々が参加

しやすい環境を整えます。 

スポーツ活動の参加率上昇のためには、身近な場所で手軽に活動に参加でき

ることや、慣れ親しんだ人達と一緒に参加できることが大切です。そのため、

スポーツ活動のイベントを地域ごとに開催したり、地域の特性（子どもが多い、

高齢者が多い、スポーツ施設が充実しているなど）や地域住民のニーズに合っ

たイベントを企画します。 

一方で、市民の中には、勝利や記録達成のために競技スポーツ活動に取り組

んでいる人もいます。また、本市出身の選手やチームが全国大会やオリンピッ

クなどの国際大会で活躍することは、市民としても誇りであり、市民のスポー

ツへの関心の向上にもつながります。そのため、競技スポーツ人口の増加や技

術力の向上、大会等の機会の増加など、競技スポーツ活動の推進に努めます。 



 

２７ 

 （１） ライフステージ等に応じたスポーツ活動の推進 

  ① 健康・体力づくりに向けたスポーツ活動の啓発・普及 

  健康・体力の向上や現状維持のためのスポーツ活動の必要性を様々な媒体を 

 通じて啓発し、市民がスポーツ活動を行う意識づくりを行います。 

  ② スポーツ教室、講習会等の開催 

  誰もが参加しやすいスポーツ教室や講習会等を積極的に開催するとともに、 

 スポーツ団体などの主催する教室や講習会等の開催を支援します。 

  地域体力づくり教室を更に充実させるとともに、各地域で健康・体力づくり 

 活動のために開催する教室や講習会等を支援します。 

  ③ スポーツ行事、大会等の開催 

  各種のスポーツ事業を開催、支援し、誰もが参加できるように普及啓発を図 

 ります。 

  誰もが参加できる大会から、ハイレベルな競技大会まで、幅広い水準の大会 

 等の開催に努めます。 

  ④ ニュースポーツの啓発・普及 

  レクリエーションのように楽しむことを目的としたグラウンドゴルフやファ 

 ミリーバドミントンなど、ニュースポーツ（ニューコンセプチュアルスポー 

 ツ）について市民に広く啓発し、体力に自信のない人なども気軽に参加でき 

 る機会の増加や普及を図ります。 

  ⑤ トップアスリートとの交流によるスポーツ活動の推進 

  沼津市にゆかりのあるトップアスリートとの交流の場を持つことにより、市 

 民のスポーツへの関心を高めるとともに地域への愛着を深めます。 

  ⑥ スポーツ功労者への顕彰制度 

  スポーツの大会等で優秀な成績を収めた人をスポーツ功労者として表彰し、 

 スポーツに関わる人達のモチベーションを高めます。 

 

 



 

２８ 

 ＜幼 児＞ 

   ⑦ 幼児を対象とした教室・イベントの開催 

 市や関連団体主催の教室・イベントにおいて、幼児を対象とした教室・イベ 

ントを企画し、様々な運動に興味を抱き、楽しむことのできる機会を提供し 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜青少年＞ 

  ⑧ 子どもを対象とした教室・イベントの開催 

 市や関連団体主催の教室・イベントにおいて、子どもを対象とした教室・イベ

ントを企画し、様々な運動を体験しながら楽しめる機会を提供します。 

   ⑨ スポーツ少年団への支援 

 子どもの頃からスポーツの基礎を身につけ、スポーツの楽しさを学ぶことので

きるスポーツ少年団への支援を行うことで、様々なスポーツ活動を行う機会を

より多く提供していくとともに、子どもたちの健全な育成を図ります。 

 

 

 

 

親子ふれあい体操 

沼津市駅伝競走大会 



 

２９ 

 ＜成 年＞ 

 ⑩ 成年を対象とした教室・イベントの開催 

  市や関連団体主催の教室・イベントにおいて、成年を対象とした教室・イベン 

 トを企画し、様々なスポーツをあらゆるレベルで楽しめる機会を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜高齢者＞ 

 ⑪ 高齢者を対象とした教室・イベントの開催 

 市や関連団体主催の教室・イベントにおいて、高齢者を対象とした教室・イベ

ントを企画し、様々なスポーツを通じて、健康で楽しく活動できる機会を提供

します。 

 ⑫ 介護予防のための運動の啓発・普及 

 体力の低下や運動機能低下によって、要介護認定を受ける高齢者を減らすため

に、介護予防の一環として高齢者の体力の維持・向上を図るため、運動の必要

性を啓発するとともに、ライフスタイルにあったスポーツ活動の普及に努めま

す。 

 

 

the ボディー講座 

ウォーキング 



 

３０ 

 ＜障がいのある人＞ 

 ⑬ スポーツの啓発・普及 

 障がいのある人もスポーツ活動を楽しめるように、障がい者スポーツについて

市民に啓発を行うとともに、スポーツ活動の機会を増やします。 

 ⑭ 交流の場の整備 

 障がい者スポーツの大会等を通じて多くの人たちと交流を持てるように、スポ

ーツの大会等を後援し、交流ができる機会を増やします。 

 ⑮ スポーツを支える人材の確保・育成 

 障がい者スポーツに関する指導や大会運営などに関わる人材やスポーツボラ

ンティアを確保するとともに、知識の向上と活動を支える人材の育成を図りま

す。 

 

 （２） 地域スポーツ活動の推進 

 ① スポーツクラブの活性化と充実 

 生涯スポーツ社会を実現するため、誰もが関心と興味を持って参加することの

できる地域スポーツクラブの育成に努めます。 

 ② スポーツ推進委員等による地域スポーツ活動の推進 

 地域の特性やニーズに合った教室やイベントを、地域のスポーツ推進委員など

が中心となって実施することで、効果的な地域スポーツ活動の推進を図ります。 

 

 

   

  スポーツ基本法に基づいて、各市町村の教育委員会から委嘱された非常勤職員で、その職務は、スポーツ推進を図る

ための事業の実施に係る連絡調整並びに、住民に対しスポーツの紹介・実技の指導・助言を行い、スポーツ振興・発展の

ため、教育委員会等が主催する各種事業にも参画し、住民と行政を結ぶパイプ役としての役割を担っている。 

スポーツ推進委員 



 

３１ 

 （３） 競技スポーツの推進 

 ① 競技スポーツ大会の開催 

 例年、沼津市スポーツ祭、沼津市駅伝競走大会等の競技スポーツの大会には、

多くの市民が参加していることから、今後もこれらの大会の開催を継続します。 

 ② 競技スポーツの育成・支援 

 全国大会やオリンピックなどの国際大会において、優秀な成績を収めることが

できる選手が市内から輩出されるよう、競技スポーツの推進を支援します。 

 関係団体との連携を強化することで、実効性のある支援を行います。 

 ③ 全国大会や国際大会への出場支援 

 市内の選手が全国大会やオリンピックなどの国際大会へ参加する場合には、賞

賜金を交付するなど支援を行います。 

 

 

 

 

沼津市町別ソフトボール大会 



 

３２ 

基本方針２ スポーツ環境の整備 

スポーツ活動は、身近な場所で気軽に行えることが理想であり、本市では体

育館や屋内温水プール、運動場、野球場、テニスコートなどの公共施設や学校

体育施設などをスポーツ活動の場として提供しています。しかし、施設によっ

ては老朽化していたり、設備が不足していたりと、気軽にスポーツ活動を行う

ことのできる環境が十分整っているとは言えない状態でもあります。 

本市では、平成 25 年９月に「沼津市新市民体育館整備基本構想」を策定し、

新市民体育館の整備を進めているところです。整備基本構想では、市民アンケ

ートなどを参考に、現在の市民体育館・勤労者体育センター・香陵武道場の機

能に加え、ランニングコース、多目的室（ダンススタジオ）、キッズルーム（子

どもトレーニング室）などを新設し、ユニバーサルデザインを取り入れた施設

となっています。 

また、総合型地域スポーツクラブは、地域住民がスポーツに親しむことので

きるように、【多世代】子どもから高齢者が、【多種目】様々な種類のスポーツ

活動を、【多志向】それぞれのレベルに合わせて参加することができるという特

徴を持ち、地域住民により自主的・主体的に運営されるものであることから、

地域住民の積極的な参加を呼び掛けていかなければなりません。 

 （１） 新市民体育館の整備 

 ① 健康スポーツ複合施設としての新市民体育館の整備 

 新たな市民体育館は、「市民体育館」「勤労者体育センター」「香陵武道場」の

機能を整理、集約した上で継承するとともに、健康づくり・体力づくりや防災

対策など、子どもから高齢者まで対応できる新たな機能を加えた『健康スポー

ツ複合施設』として整備します。 

 新たな市民体育館では、各種競技スポーツ大会を開催するとともに、トップア

スリートが参加する大会等を誘致して、それらを観戦することで、スポーツへ

の興味や関心を高め、多くの市民が夢や希望を抱ける環境を整備します。 



 

３３ 

（２） 既存施設の機能強化と活用促進 

 ① 公共スポーツ施設の体系的な施設整備 

 既存公共スポーツ施設の改修計画を作成し、計画的な改修整備に努めます。 

 公共スポーツ施設の体系的な施設整備を進めるため、スポーツ施設整備計画の

見直しを必要に応じて行います。 

 ② 施設管理の質的向上と効率化の推進 

 スポーツ施設の利用時間帯やレイアウトの工夫など、市民ニーズに合った環境

整備に努めます。 

 ③ 公共スポーツ施設のユニバーサルデザインの導入 

 誰もが安心してスポーツに親しめるよう、ユニバーサルデザインの導入に努め

ます。 

 ④ 学校体育施設の共用利用の推進 

 学校体育施設を地域住民が気軽に利用することができるよう、環境整備に努め

ます。 

 

沼津市民体育館 
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（３） 総合型地域スポーツクラブの育成 

 ① 総合型地域スポーツクラブの啓発 

 様々な媒体を通じて総合型地域スポーツクラブについて啓発を行い、認知度を

高めます。 

 ② 総合型地域スポーツクラブの育成 

 地域におけるスポーツの振興と地域の活性化及び青少年の健全育成を図るた

め、スポーツ少年団や学校部活動などの既存のスポーツ活動を継続しながら、

総合型地域スポーツクラブの育成を推進します。 

 ③ 民間スポーツ施設との連携 

 民間のスポーツ施設を地域住民が利用することができるよう、企業などへの働

きかけと、ネットワークづくりに努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    会員である地域住民の個々のニーズに応じ、誰もが行いたいスポーツを自由に選択でき、各種イベントなど、い 

  ろいろな形で楽しむことができ、多世代・多種目・多目的に渡って定期的・継続的なスポーツ活動を行える身近な 

  スポーツクラブ。 

総合型地域スポーツクラブ 

少年野球の試合 



 

３５ 

基本方針３ スポーツ活動を支える仕組みの充実 

本計画の中でスポーツを「支える」活動もスポーツとして定義しているよう

に、スポーツを「する」、「観る」だけがスポーツに関わる活動ではありません。

スポーツを「支える」活動があるからこそ、市民がスポーツに関心を持つよう

になったり、実際にスポーツ活動を始めたり、継続したりすることができるの

であり、スポーツを「支える」活動は決して欠かすことのできない活動となっ

ています。 

新たにスポーツ活動を始める時や技術の向上を求める時には、スポーツの指

導者や経験者の存在が大きいと言われています。技術の指導や専門用具につい

てのアドバイスなど、自分一人ではわからないことを教えてくれる、一緒に活

動（練習）してくれる人がいるということは心強いものであります。このよう

な指導者の育成を行うことで、新たにスポーツ活動を行いたいが、なかなか行

動に踏み切れないという市民を支援していきます。 

また、スポーツの大会等の運営スタッフや審判員などは、ボランティアの方々

によって支えられていることも多いことから、スポーツに関するボランティア

の育成を行うとともに、ボランティアの方々が活躍できる場の提供を行います。 

スポーツを「支える」活動は、人材育成だけではありません。昨今の情報化

社会において、情報提供・情報収集が容易になりましたが、スポーツ活動を振

興するためには、まず興味を持ってもらうきっかけとして、情報を知ってもら

うことが大切であることから、今後も様々な媒体を通じて、情報提供を行って

いきます。また、障がいのある人に対しても、障がいの種類に応じた情報提供

ができるように努めます。 

このように行政として、スポーツ活動に関する支援を行っていきますが、関

連機関や団体、民間企業などと連携することにより、さらに効率的な支援が期

待できます。そのため、関連機関や団体、民間企業との連携強化に取り組み、

市民の効果的なスポーツ推進を図ります。 



 

３６ 

（１） スポーツ活動を支える人材の育成・活用 

 ① スポーツ指導者の確保・育成 

 スポーツリーダーバンクなどを活用しながら、十分なスポーツ指導者の確保に

努め、市民のスポーツ活動環境の向上を図ります。 

 ② スポーツ指導者やクラブ経営指導者の体系的養成研修の実施 

 地域のスポーツ推進委員や地区体育団体などの方々に資格取得を奨励し、指導

者の確保に努めます。 

 ③ スポーツボランティアの確保・育成 

 各種イベントや大会の運営スタッフの確保のために、スポーツボランティアの

確保・育成を行います。 

 スポーツボランティアという分野があることを市民に知ってもらうことで、ス

ポーツボランティアの十分な確保に努めます。 

 ④ スポーツリーダーバンクの推進 

 公認スポーツ指導者の活用を推進し、市民の要望に応じて派遣することのでき

る体制づくりに努めます。 

 ⑤ スポーツ施設におけるスタッフ体制の確立 

 施設管理の専門知識や技術を持つ指導者のスポーツ施設への配置に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  市民のスポーツ振興を図るため、日本体育協会公認指導者や日本リクレーション協会の指導者等の資格を有する者 

  を指導者として登録し、地域や職場などの要請に応じて、適切なスポーツ指導者を紹介する制度。 

沼津市スポーツリーダーバンク 

沼津市スポーツリーダー研修会 



 

３７ 

（２） スポーツに関する情報提供体制の充実 

 ① スポーツ情報システムの確立 

 子どもから高齢者までが参加できるスポーツ社会の実現に向け、生きがいに満

ちた活動的な日常生活が送れるように、スポーツ情報システムの整備、拡充に

努めます。 

 市の広報やホームページへの掲載、チラシやポスターの発行など、スポーツ関

連情報を積極的に提供し、普及啓発を推進します。 

 インターネットを利用した施設予約システムの充実を図ります。 

 ② ニーズに合った情報の提供 

 市民が必要としている具体的な運動方法やイベントの日時などの情報を繰り

返し提供して認知を広げるとともに、市民のニーズを把握することで、常に市

民が必要としている情報の提供ができるように努めます。 

 ③ スポーツ相談窓口の設置 

 スポーツ関係の様々な疑問や質問などについて、誰でも気軽に相談できる窓口

を設置し、スポーツ推進委員や関連の医療・健康促進機関、スポーツクラブ、

体育団体などと連携を図って対応します。 

（３） 関係機関・団体との連携強化 

 ① NPO 法人沼津市体育協会への支援・連携 

 NPO法人沼津市体育協会の実施するスポーツイベントなどへの支援を行うとと

もに、スポーツ活動に関して連携をとることで、市民に対してより効率的なス

ポーツ活動の機会の提供や市民のニーズに合った機会の提供に努めます。 

 ② スポーツ関係団体・民間団体への支援・連携 

 スポーツ関係団体・民間団体が行うスポーツ推進の活動を支援していくととも

に、連携を強化することで効率的な支援を進めます。  

 スポーツイベントの開催やスポーツ情報の提供などにあたり、民間活力の導入

を図ります。 

 


